
法定相続分の一覧表

相続人 続柄 法定相続分

田中花子 配偶者 ２分の１

田中次郎 子 ４分の１

田中三郎 子 ４分の１

【民法の根拠条文】

（⼦及びその代襲者等の相続権）
第⼋百⼋⼗七条 被相続⼈の ⼦は、相続⼈となる。
 ２ 被相続⼈の⼦が、相続の開始以前に死亡したとき、⼜は第⼋百九⼗⼀条の規定に該当し、若しくは廃 
除によって、その相続権を失ったときは、その者の⼦がこれを代襲して相続⼈となる。ただし、被相続⼈の直系
卑属でない者は、この限りでない。
 ３ 前項の規定は、代襲者が、相続の開始以前に死亡し、⼜は第⼋百九⼗⼀条の規定に該当し、若しく 
は廃除によって、その代襲相続権を失った場合について準⽤する。 

（配偶者の相続権）
 第⼋百九⼗条 被相続⼈の 配偶者は、常に相続⼈となる。この場合において、第⼋百⼋⼗七条⼜は前条
の規定により相続⼈となるべき者があるときは、その者と同順位とする。 

（法定相続分）
 第九百条 同順位の相続⼈が数⼈あるときは、その相続分は、次の各号の定めるところによる。 
 ⼀ ⼦及び配偶者が相続⼈であるときは、⼦の相続分及び配偶者の相続分は、各⼆分の⼀ とする。
 ⼆ 配偶者及び直系尊属が相続⼈であるときは、配偶者の相続分は、三分の⼆とし、直系尊属の相続分 
は、三分の⼀とする。
 三 配偶者及び兄弟姉妹が相続⼈であるときは、配偶者の相続分は、四分の三とし、兄弟姉妹の相続分 
は、四分の⼀とする。
 四 ⼦、直系尊属⼜は兄弟姉妹が数⼈あるときは、各⾃の相続分は、相等しい ものとする。ただし、⽗⺟の
⼀⽅のみを同じくする兄弟姉妹の相続分は、⽗⺟の双⽅を同じくする兄弟姉妹の相続分の⼆分の⼀とする。 


